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５．検討会及びワークショップの開催 

中部運輸局、アドバイザー、 知多市、(一社)知多市観光協会、 岡田街並保存会、観光関

係事業者・団体、金融機関関係者等を構成員とした検討会及び、地域住民を対象としたワー

クショップを開催した。 

また、本検討会やワークショップで出た意見等を「知多木綿発祥の地・岡田 〝つむぐ〟

織姫のまちづくり構想」の立案に活用した。 

 

（１）実施概要 

下記の通りに検討会及びワークショップを開催した。 

１）検討会 

日時・ 

議題 

第一回 令和 4（2022）年 11月 2日(水) 15時～ 

第二回 令和 5（2023）年 1月 27日(金) 15時～ 

第三回 令和 5（2023）年 3月 2日(木) 15時～ 

場所 岡田まちづくりセンター 

対象者 地域団体 (一社)知多市観光協会 

知多市商工会 

岡田街並保存会 

木綿蔵・ちた 

地域事業者 いろりや千樹 

知多木綿アンテナショップ 478 

OKD KOMINKA BREWING、SoN 

オカトク株式会社 

アドバイザー （株)ＮＯＴＥ 

知多市 企画情報課 

都市計画課 

市民協働課 

生涯学習スポーツ課（歴史民俗博物館） 

商工振興課 

金融機関 知多信用金庫 

愛知銀行 

半田信用金 

碧海信用金庫 

名古屋銀行 

三菱ＵＦＪ銀行 

あいち知多農業協同組合 
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２）ワークショップ 

日時 第一回 令和 4（2022）年 12月 3日(土) 16時～18時 

第二回 令和 4（2022）年 12月 18日(日) 16時～18時 

場所 第一回 SoNDining 

第二回 岡田まちづくりセンター 

参加者 地域住民及び検討会参加者 

※アドバイザー、銀行関係者は除く 

 

（２）実施記録 

１）検討会 

■議題と主な意見交換 

 議題 意見交換内容 

第一回 （１）本事業の目的・内容の共有 

（２）各種調査の方法・内容について確認・検討 

（３）岡田地区のまちづくりについて意見交換 

これまでのまちづ

くりの取組につい

て 

第二回 （１）各種調査の進捗状況報告 

（２）まちづくりワークショップの報告 

（３）まちづくり構想（骨子検討案）について 

まちづくり基本構

想（骨子検討案）に

ついて 

第三回 （１）各種調査の進捗状況報告 

（２）まちづくり構想（案）について 

まちづくり構想

（案）について 

 

〇第一回会場写真 
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〇第二回会場写真 

 

 

 

 

 

 

 

〇第三回会場写真 
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２）ワークショップ 

■意見交換内容 

 意見交換内容 

第

一

回 

ワーク１：地域の強み・弱み 

ワーク２：20 年後にどのような地域になりたいか 

 

 

 

 

 

 

 

＜20 年後のコンセプト＞ 

 

 

 

 

※詳細は資料編「ワークショップ」参照 

第

二

回 

ワーク１：取組のアイデア・提案 

ワーク２：取組みやすい・達成したいプロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜テーマ別プロジェクトの内容＞ 

 

※詳細は資料編「ワークショップ」参照 

 

 

 
自然と伝統を残した若者が集うまち １

班 

古民家で街をデザインする 

（住民だけでなく地域愛のある外部の方も参画できる） 

 

２
班 

岡田ディズニーランド計画 

（駐車場を整備し、岡田地区との間を商店で繋げる） 

 

３
班 

街並みを守りつつ、若者を中心に盛り

上げる 
４
班 



58 

 

〇第一回会場写真 

 

 

 

 

 

 

 

〇第一回ニュース 
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〇第二回会場写真 

 

 

 

 

 

 

 

〇第二回ニュース 
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６．「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」の立案 

調査結果及び検討会、ワークショップで出た意見等を踏まえて分析・考察を行い、「共創

で輝くノスタルジックなまち」としてのレガシーを形成するための基本戦略となる「知多木

綿発祥の地・岡田 〝つむぐ〟 織姫のまちづくり構想」を立案した。 

 

 

（１）まちづくり構想立案までのフロー 

まちづくり構想の立案にあたっては、以下の調査・検討を踏まえ作成を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■岡田地区及び知多木綿発祥の地に関す
る調査 

●元女工さんなど栄えていた岡田を知る

方へのインタビュー、文献調査を行い、

岡田ストーリーを作成した。 

■街並み・建物実態調査 

●空家調査、空家予備軍調査、アドバイ

ザー招聘により、空家の実態把握、今

後の課題を整理した。 

■ターゲット別ニーズ調査 

●来街者調査・将来来街者調査により、

来街のきっかけとなる素材を把握し

た。 

●クリエイター・デザイナー調査・事業

者調査で岡田の古民家活用の可能性を

把握した。 

■検討会（岡田織姫まちづくり検討会）及

びワークショップの開催 

●３回の検討会を開催し、各種調査結果を

踏まえたまちづくり構想案の検討を行

った。 

●２回のワークショップを実施し、４グル

ープ毎にコンセプトの検討、岡田の活性

化に向けたプロジェクト提案を行った。 

「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」の立案 
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（２）まちづくり構想 
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（３）今後に向けて 

岡田地区及び知多木綿発祥の地に関する調査として、知多木綿発祥の地・岡田ストーリ

ーの作成を行った。今後はこのストーリーをまちづくり活動でも活用し、まちづくりに関

わる人達の拠り所として使われていくことが期待される。 

街並み・建物実態調査においては、空家の現状が明らかとなり、令和元年度より対象地

区においても空家が倍増している実態が明らかとなった。空家予備軍意向調査において、

古民家を将来的に存続していくためには、地域が関わった相談先を作っていくことの必要

性が確認された。今後に向けて、新たな相談先の確保とともにアドバイザーからのアドバ

イスを踏まえ、人的な支援や保全するためのルールづくり、景観の魅力を再発見する仕掛

けづくりを国の補助事業なども活用しながら実施していくことが望まれる。 

ターゲット別ニーズ調査では、来街者調査及び将来来街者調査を通じて、古民家を活用

したカフェ等の店舗の存在が、来街者を誘引することができると確認された。また、歴史

的街並み・建物に対する評価も高く、街並み・建物実態調査で確認された空家・空家予備

軍を保全・活用していくことが、岡田の活性化には重要となっている。こうしたなか、ク

リエイター・デザイナー調査及び事業者調査において、条件つきながら空家の活用希望が

確認された。実際の活用にあたっては、個別事業者等の物件条件（立地、広さ、費用）な

どを仲介組織によりマッチングさせる仕組みを検討していく必要がある。 

今回作成したまちづくり構想は、キーマンとなる方々と十分な意見交換を行い、思いを

共有しながら立案されたものであるが、具体のプロジェクトについては、今後充実させて

いく必要があり、令和５年度の国の補助事業などを通じて内容のブラッシュアップを行

い、併せて「（仮）岡田まちづくり会社」の設立に向けての動きを具体化し、試験的な運

用を行っていくことが望まれる。 

知多木綿の最盛期に活躍した女工さんたちが岡田に惹きつけられたように、 時代を超え

て現代の女性たちを惹きつける場としていくためには、ノスタルジックな街並みや古民家

を活かした空間の提供等により、女性が活動し、遊び、暮らす〝つむぐ〟織姫のまちづくり

が求められる。同時に、新たなクリエイターの拠点として創作仲間が集まり、多様な交流活

動・創作活動・経済活動を活発化させることで、知多木綿で栄えた往時のにぎわいを取り戻

す展開へ繋げていくことが望まれる。こうした知多木綿を活かした新たな賑わい創出への

取組みやノスタルジックな街並みの保存・活用を地域一帯で段階的に進めていくことによ

り、知多木綿発祥の地・岡田の価値や魅力を、将来にわたって人々を惹きつけるレガシーと

して発信し、国内外からの来街者を呼び込むことが重要である。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和４年度将来にわたって旅行者を惹きつける地域・日本の新たなレガシー形成事業 

「「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」形成事業」 
 

事業実施報告書 
 

 
受注者 ランドブレイン株式会社 名古屋事務所 
    〒４６１-０００１ 愛知県名古屋市東区泉１－１－３５  

ハイエスト久屋ビル８Ｆ 
    ℡０５２-９７１-７２５３ 

 


